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丸子
まりこ

は紅茶発祥の地
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明治初期から中期の日本では茶が生糸とともに日本

の輸出の主力でした。政府は外貨獲得のため世界的に

需要が高い紅茶に着目し、丸子
まリこ

で茶園を開いていた旧

幕臣の多田
ただ

元吉
もときち

らを中国・インドに派遣しました。

多田
ただ

元吉
もときち

は、明治８年から10年にかけて紅茶の技

術を学び、日本に持ち帰り、全国に広めました。この時

に持ち帰ったアッサムの原木は丸子
まりこ

の地に植えられ、日本紅茶の発祥の地となりました。

その後、紅茶の生産は昭和初期をピークに国際競争に勝てず、昭和４６年の輸入自由化により廃れて

しまい、アッサムの原木も山の開発のため、平成元年には、伐採されそうになりました。そこで、子どもの

頃多田
ただ

元吉
もときち

の墓がある境内で遊び、「日本の紅茶の父」だと聞かされてきた村松
むらまつ

二六
にろく

さんは、「地元の

偉人の志を継ぎたい」と決意し、日本ならではの紅茶を再びつくるために研究をはじめました。

当初緑茶での製造でしたが、試行錯誤の後、民間で初めて「紅
べに

富貴
ふうき

」の栽培を始めました。「紅
べに

富貴
ふうき

」

は国の鹿児島試験場で、多田
ただ

元吉
もときち

がインドから持ち帰ったアッサム系の種とダージリンを交配させた品

種です。それぞれの特徴が程よくブレンドされ、日本で初めて半発酵茶・紅茶兼用品種と認定されてい

ます。また、アレルギー性鼻炎（花粉症）を軽減するメチル化カテキンを大量に含んでいます。

国産紅茶は、海外にない風味があると評価されています。そのなかでもおいしい紅茶のひとつとして

丸子紅茶は注目を浴びています。ぜひ一度、実際にその風味、香りをお楽しみください。

☕ 丸子紅茶の淹れ方☕

�丸子紅茶7～8ｇ �熱湯４５０ml

１ティーポットとティーカップを予め温めておく。

２ティーポットに丸子紅茶7～8ｇを入れ、９８度の熱湯

４５０mlを注ぎ３分間蒸らす。

３３分後、茶漉しで茶葉を漉し、ティーカップに注ぐ。

《取材・協力》丸子紅茶

静岡市駿河区丸子6775番地www.marikotea.com
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参考610.8ノ『農家になろう７チャとともに茶農家村松ニ六』 瀬戸山玄写真／農文協

S619.8『茶業開化明治発展史と多田元吉』川口国昭／著全貌社

資料S6０２シ『しずおか葵プレミアム2016』静岡市経済局商工部産業振興課／編

丸子は紅茶発祥の地

多田 元吉（ ただ もときち）



西奈図書館成人講座「自宅でできる健康維持」

日時２月１６日（水）１４：００～１５：３０

会場リンク西奈２階第１集会室

講師特別養護老人ホーム竜爪園

対象どなたでも２５名

参加費無料

申込２月１日（火）９：３０～

電話０５４－２６５－２５５６または西奈図書館カウンターで

お申し込みください。（申込順）

※２月１日（火）～２月２７日（日）西奈図書館正面特集コーナーにて

竜爪園職員がおすすめする健康に関する資料の展示も行います

※新型コロナウィルスの感染状況により中止になる場合がございます

長田図書館 雑誌リサイクル市

開催日 令和４年２月１８日（金）～20日（日）

提供時間午前９時３０分～午後５時

配布方法各雑誌をタイトルごとに袋詰めしたものをお渡しします。

※雑誌がなくなり次第、終了します。

問い合わせ先：静岡市立長田図書館☎０５４－２５９－７８７８

≪図書館ＨＰ
ﾎーﾑﾍ゚ーｼ゙

アドレス≫

・ﾊ゚ｿｺﾝhttps://www.toshokan.city.shizuoka.jp/

・携帯https://www2.toshokan.city.shizuoka.jp/

winj/mobileopac/top.do

静岡市立図書館の情報はこちらから

Webサイト Twitter

静岡市立中央図書館〒420-0884静岡市葵区大岩本町29－１(054-247-6711)

御幸町図書館(054-251-1868) 藁科図書館(054-278-4100)西奈図書館(054-265-2556)

北部図書館(054-653-1817)南部図書館(054-288-2151)長田図書館(054-259-7878)

清水中央図書館(054-354-1331)清水興津図書館(054-360-4311)

蒲原図書館(054-388-3456)麻機分館(054-248-5035)美和分館(054-296-6501)


